スマー トフオン用 
イン ナー イヤ ーぺッ ドホン 

ATH-CKL202iS 

取扱説明書 

⑥ au 油 o-technica 


お買い上げありがとラございます。ご使用の前にこの取扱説明書を必ずお読みのうえ、正しくご使用くださし、。 
また、保証書と一経にいつでもすぐ読める場酣こ保管しておしでください。 


まを上のを意 


本聲品は安全性に巧分な配巧をして設計していますが、使しホ、たを誤ると事故が起こることびありまず。 
事故をホおに防ぐために下記の內宮をおずお守りください。 


A 警告 

この表示は r 取り扱いを誤った場合、使用者が巧 t または重巧を負ラ可能性があ D まず」を意味 
してし1ます。 

A ミち意 

この表示は r お D 巧いを誤った場さ、使用ちびな害を負5、ま忆は物的損害が発生する可能性び 
ち0ます」を意巧していまず。 


A 警告 


•自動車、バイク、自拓車など、柔り巧の達転中は活巧に使巧しないでください。交お事巧の原因となります。 

•同囲の音が聞こえないとをちな場巧（踏切、巧のホーム、工事現場.きや自転車のおる道など）では使用しないでくだごい。 
♦本製品は密閉度び高く、か部の音が图こえにくくなります。周囲の音が图こえる音室で I 巧をを届ひめなぴ5ご使用ください。 
♦イヤピースは巧巧の手の届かない場所に保管してください。 


A ミ主意 


♦耳をちまり刺致しない遇度な音量でご使用ください。大音呈で長時固聴くと聴力に悪彰皇をちえることがあ D ます。 

•肌に頁常を感じた場合は、ずぐにご使用を中止してください。 

•本製品を使用中に気分が悪くなった場さは、ずぐにご使用を中止してください。 

•分巧や改造はしないでください。 

♦ヘッドホンを耳か5巧したときは、必ずイヤピースび本巧に巧いているかご確認ください。 

イヤビースび耳の中に残り取り出せない場合は、ずぐに医師の該宾をきけてください。 

•本製品は耳をふさぐ形状のにめ、蚕れによりかゆみなどを感じることがちります。その場合は一旦ご使巧を中止してください。 


巧用上のを意 


♦ご使用の度は、接続ずる僚おの取扱説巧»ちおずお読みください。 

♦本お品を使用時に巧ーメモ|」一などび消失してち、当社では一切資任を負いません。 

♦接続時に落とした D 、 強い力が加わ己ないよ5ごを意<ださい。 

スマートフォンのジャックや本裝品び®損する巧れがちります。 

♦巧通傑関や公共の場所では、化の人の迷惑にな6ないよう，音呈にごま意ください。 

♦接続ずる廣は、化ずおおの音量を最小にしてください。 

♦乾误した場巧では耳にピリピリと刺敦を感じることがちりまず。 

これは人体や接続したおおに蓄巧さ打た静電気によるちのでヘッドホンの巧障ではちりません。 

♦巧い衝擊をちえないでください。 

♦直射曰化の当たる場所、暖房器具の近く、高温を湿やほこ D の多い場所に置かないでください。 

ま忆水がびか6ないぶ5にして < ださい。 

♦本お品は長い图使用すると、巧かお（特に直射曰化）や摩療によりを色することびちりまず。 

♦本お品をそのままバッグやポケットなどに入れるとコードび引っかか0、断綜の原因にな0ます。 

鲁コードは必ずフラグを持って巧を差ししてください。コードを引っ巧ると断綜や事巧の原因になります。 
•コードをスマートフォンに巻を付けないでくださし、断緑の原因になります。 

鲁コードを巻き取る原は必ずスマートフォンを巧してコードを巻いてください。 

♦コードの損宙を防ぐため，コードはねじれないよ5ミち意し、強い力を入打ずに巻いて<ださい。 

•フラグの巧元部巧ではコードを巻かないで<ださい。お綜するおそれがあ D まず。 

♦長で围節のお、余ちを持って長めに調節して<ださい。 

コードが短し化引っお5打てヘッドホンや iPod などが落下したりコードび巧おしたりするおそれびちります。 


巧いかた 


※スマートフオンの使用方法については、当社ではサポートしておりません。 
※接続する機器の取扱説明書ちあわせてお読みください。 


《最新の適合につをましては当社ホームページ 
( http :// www . audiQ - technica . co . jp / i /) をご確認ください。 


①接続する糖器の音量を最小にして、へッドホン端子に本製品を接続します。 

贷本敦品の " L (左)"の表示測を左耳に 、 "R (ち)"の表示側をち耳に装着し、 

イヤピースを調整します。 

③接続している機器を再生し、 U モートコント□-ラーまたは接続機器で言量を調奮してくださし、。 
* 接続する銭器の取巧説明書もあわせてお読みくださし、。 



マイク付まりモートコント□ーラーの巧いかた 


正面 



コント□ール—— 
ボタン 


操作 

手順 

音楽や動画を再生する 
音楽や動画を一時停止する 
着信を受ける 
通話を後了ずる 

コント□ールボタンを 

1回巧します。 


L _コード卷去取0ホルダーの巧いかた 

図のようにコードを巻き付けて長さを調節できまず。 

(巻き付ける長さは 30 cm までを目安に園節して < ださい。それむ上巻を巧けるとがれやすくなります。） 



③みぞに差し込んで固定します。 


A ミち意 

•本製品けかに使用しないでください。 

♦プラグやコード分岐部を巻を付けないよラにしてください。負担びかかりやずく断巧につなびるおそれがありまず。 


ち部のちがと接続側 


お手入れのしかた 


ご使用になる前に、下図を参考にヘッドホンの各部をご確認ください。 




本製品は Xperia シリーズなど 
一部のスマートフォンでは、 

必 3 .已 mm ステレオ=ニプラグ 
に付属の変換コードを接続し 
て使用しまず。 



嫁 「 Xperia 」 は 、 Sony Ericsson Mobile Communications AB の商標またはき録商標です。 


長くご使用いただくために各部のお手入れをお展いいたしまず。 

お手入れの際は、アルコール、シンナーなどの沼剤類は使用しないでくだでい。 

■本体、 U モートコント□—ラー/マイクについて 

をいた巧で本体の巧れを拭いてください。特にイヤピース接®面（ち図爸お）は、イヤ 
ピースを通して民脂などの巧れび付着しまず。巧れび巧着したまま使用ずると、イヤ 
ピースびかれやすくな0まず。こまめに巧打を巧いてください。なお、音び化る部分は 
繊細なため、巧らないよ5にしてください。巧障の原因になりまず。 

■コードについて 

ホなどで巧れに場合は.使用をずぐにをいた巧でだいて<ださい。 

巧れにまま使用ずると、コードが劣化して固くなり、巧障の原因になります。 

■プラグにつし、て 

フラグび巧れた場さは.乾いた巧で巧いてくだでい。フラグび巧れたまま使用すると、 
营とびや雑音が入る場合びちりまず。 




イヤピースにごいて 


イヤピースのヴイブ 

本お品は、4サイブのシリコンイヤピース XS 、 S 、 M 、 L を付属しており、お貢い上げ時は M サイプが装着でれていまず。よりよい音質 
で楽しんでいただくために、イヤピースのサイズを換えて、イヤピースを耳の収ま D のよい位面に氧節してください。イヤピースが 
耳にラまく装着されていないとほ音が聞こえにくいことがちりまず。 

お手入れのしかた 

ヘッドホンか6イヤピースをかし、ラずめた中性ホ剤で手ないしてください。 

洗ををはをいてか5ご使用ください。 

■交巧のしかた 

消耗したイヤピースを巧し、巧しいイヤピースをおめか5巧し当てまず。（図参照） 

内側を広げるよ5に強く巧し込み、奥までしっかり取り付けてください。 

※イヤビースびがれにくい設計にしているため、取り付けがきつくなつていまず。 


A ; 王 意 

垂イヤピースは巧れが巧をやずいため、定期的に®りかしお手入れをしてくだごい。 

♦イヤピースは消巧品のため、巧巧や使用によりち化しまず。 

嵌合がゆる<なるなどのち化が見5れた場合は巧巧イヤピースを販売店でお置い巧め<だごい。 
♦一度がしたイヤピースを本巧に付ける度は、植実に取り付け6れているかを巧詔してくだごい。 
イヤピースが耳の中に残ったまま®函すると、けびや病気の原因になります。 



テクニカルデータ 


へッドホン巧 
型式 

ドライバー 
お力音圧レベル 
再を周玻数帯域 
最大入力 
インピーダンス 
質量にード除く） 
プラグ 
コード長 
付属品 

嫌イヤピース 


マイクが 

型な 

指向特性 
感度 

周波数特性 


ダイナミック型 
08 . 5mm 
lOOdB/mW 
20〜23.000 Hz 
200 mW 
160 
が) 3. 己巨 

03.巳 mm 金メッキ4極ステレオミニフラグ 
1 .2 m ( Y 型*)*左ものコードの長さび同じです。 

イヤピース ( XS . S . M . L )、 コード巻を取 D ホルブー、変巧コード 
ER - CKM 巳已 （ XS . S . M . L ) 


コンデンサー型 
全指向性 

-44 dB ( OdB = lV / Pa , lkHz ) 
已〇〜1己.000 Hz 


(改良などのため予告な < 変更することびおります。） 


アフターサービスについて 

本製品をご家庭用として、取扱説明や接続’ま意書を 
になったご使用において刷章した場合、保亞書記載の 
期聞•規定により無料修理をさせてしすこだきます。修理 
り巧をない製品の場合は、交換さはていただきます。 
お買い上げの際の領収書またはレシートなどは、な証 
開始日のお詔のためにな亞書と其に大切に保管し、修 
理などの際は提示をお願いします。 


が巧を社 7 f — テ’<7#■テク=/! 

干1 94-8666 東京都町田市成瀬2206 
http :// www . audio - technica . co.jp 


おおいさわせ巧(電話受付/平曰9:00〜 17:30) 

製品の仕が使いかたや修理’部品のご相談は、販売店または 
当社相談窓口およびホームページのヴポートまでお願いします。 
參巧設窓口(致品の仕樣•使いかた） 函 .0120-773-417 
(携帯電話 . PHS などのご利用は 03-6746-0211) 

FAX : 042-739-9120 E メール： support @ audio - technica . co.jp 
♦サービスセンター(修理.部品） 函 . 01 20-887-416 
(携帯電話 - PHS などのご利用は 03-6746-02 1吕） 

FAX : 042-739-9120 E メ-ル： servicecenter @ audio - technicaco.jp 
•ホームページ{サポート） 

— www . audio - technica . co . jp / atj 7 support / 


102440042 


MADE IN CHINA 














































































